
第４期 豊島区子ども・子育て会議（第４回）次第 

 

令和４年１月２４日（月）午後２時から 

オンライン会議（zoom） 

庁舎 8階教育委員会室 

 

１ 開 会 

２ 議 事 

（１）新設施設の定員の認定について 

（２）教育・保育の質の向上について 

（３）子ども・若者応援基金について 

（４）豊島区児童相談所開設に向けた検討状況について（報告） 

（５）利用者支援事業実施状況について 

 

４ 閉  会 

 

【資  料】 

資料１ 新設施設の定員の認定について 

資料２ 教育・保育の質の向上に向けた取り組み状況 

資料３ 「としま子ども若者応援プロジェクト」実施状況 

資料４ 豊島区児童相談所開設に向けた検討状況について（報告） 

   資料５ 利用者支援事業実施状況について 

   資料５別紙 豊島区の保健衛生（事業概要）令和３年版 21.保健師活動 

 



　　

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合計

認
可
保
育
所

2022年
4月

社会福祉法人
豊友会

(仮称)
おおつかほうゆう保育園

北大塚1-21-13 14 14 14 14 14 70
●～2023年3月　4・5歳児定員　各7名
上記以降、左記のとおり定員変更予定

認
可
保
育
所

2022年
4月

AIAI Child Care
株式会社

（仮称）
AIAI NURSERY 第二東池袋

東池袋4-2-1-201 10 10 10 10 10 50
●～2023年3月　4・5歳児定員　各5名
2023年4月以降、定員変更予定

認
可
保
育
所

2022年
4月

ミアヘルサ
株式会社

（仮称）
ミアヘルサ保育園ひびき高田

高田1-11-16 12 13 15 15 15 70
●～2023年3月　4・5歳児定員　各4名
上記以降、左記のとおり定員変更予定

0 36 37 39 39 39 190

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合計

認
可
保
育
所

2022年
4月

株式会社
あしたばマインド

（仮称）
明日葉保育園池袋園

豊島区池袋3-58-15 8 18 18 18 21 22 105
【民営化】
R3年度までの名称：区立池袋第三保育園

8 18 18 18 21 22 105

備考

2. 西部地域
開園予定

年月
事業者名 保育施設名称 所在地

保育施設利用定員

新設施設の定員の認定について

1. 東部地域
開園予定

年月
事業者名 保育施設名称 所在地

保育施設利用定員
備考

令和4年1月24日

第４回子ども・子育て会議
資料１



教育・保育の質の向上に向けた取り組み状況

*
人
材
確
保

保 子育て支援員等の育成
既に保育施設等で従事して
いる職員や区民等

子育て支援員研修実習受入　3期30名（予定）
居宅訪問型保育研修申込者　7期20名（予定）

保育課

保
幼
学

子ども研修

区内保育所、認定こども
園、幼稚園、学童クラブ、子
どもスキップ、区民ひろば等
の職員

乳幼児の発達、子どもの権利、健康・安全管
理、保護者対応、普通救命講習等、44講座、
延べ1300人（予定）

子ども若
者課

保
幼
学

発達支援講座

保育園、幼稚園、子どもス
キップ、区民ひろば、子ども
家庭支援センター、児童発
達支援事業所の職員、民
生主任児童委員、帝京平
成大学・大正大学の学生

年間3回実施　　延べ90人（予定）
①「言葉を育む」関わりのポイント（言語聴覚
士）
②「発達障害の子どもの育ちを理解する（小児
精神科医）
③「感覚統合と遊び」（作業療法士）

子育て支
援課

保
幼
学

ファミリー・サポート・セ
ンター援助会員フォ
ローアップ講習会

ファミリー・サポート・セン
ター事業援助会員

年間4回実施　延べ120人（予定）
①「援助会員交流・研修会」7月（中止）
②フォローアップ講習会「手作り講習会」（スク
ラップブッキング講師）」10月19日実施
③「援助会員交流・研修会」12月7日実施
④フォローアップ講習会「絵本について」（中央
図書館）2月18日（予定）

子育て支
援課

保
保育の質向上のための
研修

区内保育施設で勤務する
職員（私立認可保育所・地
域型保育事業中心）

年間10回実施　延べ456人（予定） 保育課

幼 幼児教育研修会
幼稚園に勤務する教員、指
導員、小学校教員（低学年
を担任している教員）

年間1回実施　60名
「就学前教育と小学校との円滑な接続に向け
て」

指導課

保 区立保育園OJT
区立保育園（公設公営）職
員

令和3年度は、5園で実施(令和3年12月時点) 保育課

学 放課後対策課全体OJT

子どもスキップ職員・社会
教育指導員・放課後子ども
教室運営スタッフ・学校開
放関係職員

転入者研修
年1回　60人

放課後対
策課

事業名 担当課

子どもに携わる関係機関を対象に、西部子ども家庭支援セ
ンター発達支援事業の専門相談員による、発達に関する講
座を実施

豊島区ファミリー・サポート・センター事業を実施するにあた
り、援助活動のより一層の充実とスキルアップを図るため、
専門講師による講習会および援助会員交流・研修会を実施

保育施設の基準配置職員となりうる子育て支援員や居宅訪
問型保育の研修受講修了者を増やすため、各実施機関の
研修を周知するとともに、子育て支援員研修見学実習の受
入を実施。

放課後対策課職員（子どもスキップ・放課後子ども教室・学
校開放担当職員）が対象。子ども・利用者に対しての共通認
識・理解を深めると共に課全体のスキルアップを図るための
OJTを実施

主に幼児教育に携わる教員を対象に、幼稚園教育の基本を
踏まえ、教師の役割と指導力の向上を目指し実施

事業内容 対象 R3年度実施状況（予定含む）

公立私立問わず、子ども関連施設の職員を対象に、保育理
念から保育実技、保護者対応まで幅広い研修を実施

研
修

私立認可保育所の保育士等を対象とし、「豊島区保育の質
ガイドライン」も活用しながら、職種・職層に応じた専門的な
研修を実施し、保育の質向上を図る。

区立保育園(公設公営)において、職員を対象に保育に関す
る専門的な知識及び技能を習得するため、または保育を実
施する上で必要な能力等の開発を行うために、専門講師に
よる研修を実施。

令和4年1月24日

第４回子ども・子育て会議
資料２

※保：保育施設対象、　　幼：幼稚園、幼児教育対象、　　学：学童保育、放課後対策事業対象 1



教育・保育の質の向上に向けた取り組み状況

* 事業名 担当課事業内容 対象 R3年度実施状況（予定含む）

令和4年1月24日

第４回子ども・子育て会議
資料２

学
子どもスキップ職員
OJT

子どもスキップ職員（所長・
児童指導・学童指導員・学
童指導専門員・学童指導補
助・SSサポーター）

新任学童指導員研修・学童指導補助員研修・
中堅学童指導員研修・フォローアップ研修・SS
サポーター研修　等
年間8回　延175人（予定）

放課後対
策課

学
豊島区放課後子ども教
室スタッフ研修

放課後子ども教室運営ス
タッフ（地域コーディネー
ター・指導員・安全管理員）

講演：「感染症対策について」
年1回　48人

放課後対
策課

学
放課後児童支援員認
定資格研修
　　　　　　＊都事業

子どもスキップ職員（所長・
児童指導・学童指導員・学
童指導専門員）

前半クール16人、後半クール13人（予定）
放課後対
策課

学
放課後児童支援員資
質向上研修
　　　　　　＊都事業

子どもスキップ職員（所長・
児童指導・学童指導員・学
童指導専門員）

前半クール1人、後半クール1人
放課後対
策課

保 保育巡回支援
認可保育所・地域型保育事
業・認証保育所・認可外保
育施設

認可保育所　71施設×2回(予定）
地域型保育事業（臨時保育所含)　26施設×2
回(予定）

保育課

保
幼
学

巡回子育て発達相談支
援事業

区内保育所、幼稚園、学童
クラブ、子どもスキップ、子
ども家庭支援センター職員

巡回発達相談は日々各施設を巡回
職員向け研修「子どもの発達と保護者支援」実
施

子育て支
援課

指
導
検
査

保 指導検査
認可保育所・地域型保育事
業

認可保育所　45施設(予定）
地域型保育事業　6施設(予定）

保育課

保育施設の適正な運営及びサービスの質の確保並びに利
用者支援の向上を図るため、指導検査を実施。また、東京
都及び福祉総務課の法人検査と合同で実施する場合もあ
る。

対象児童のいる保育園や学童クラブ幼稚園に巡回し、児童
の行動観察を行い、保育者や保護者に対し、行動観察によ
るフィードバック、相談、指導を行い、統合保育による子ども
の発達を支援する。
障害児保育や要支援児童の対応等経験の少ない新設保育
園・保育所で対応について助言・指導を行い、保育の質の
向上を図る。また、職員向けに発達の研修等も実施。

巡回支援員（公立園長経験者）が、予告なしでの定期的な
巡回及び、園や保護者からの相談に応じた個別巡回を行
い、保育の質や子ども達の人権・安全に着目した観点から
助言・指導を実施。
認証・認可外保育施設についても、区独自及び都と連携し
つつ実施している。

  (1） 公務員としての責任・職務に関すること (2) 事業運営
に関すること    (3) 子どもへの育成支援に関すること(4) 保
護者への連絡及び相談への対応等について課内トレーニン
グを図る

放課後児童支援員として放課後児童健全育成事業（放課後
児童クラブ）に従事する職員に、業務遂行における基本的な
考え方や心得、必要最低限の知識・技能を習得させる
主催：東京都

放課後子ども教室運営スタッフが、指導員・安全管理員の役
割を理解すると共に、子どもの行動への理解と対応力を深
め、放課後子ども教室事業の質の向上を図る

研
修

放課後児童支援員として放課後児童健全育成事業（放課後
児童クラブ）に従事する職員であって、一定の勤務経験を有
する者に対して、必要な知識及び技術の習得、課題や事例
を共有することで、資質の向上を図る       　主催：東京都

巡
回
指
導

※保：保育施設対象、　　幼：幼稚園、幼児教育対象、　　学：学童保育、放課後対策事業対象 2



教育・保育の質の向上に向けた取り組み状況

* 事業名 担当課事業内容 対象 R3年度実施状況（予定含む）

令和4年1月24日

第４回子ども・子育て会議
資料２

幼
幼稚園預かり保育の実
施

区立幼稚園 学期中、長期休業中ともに全3園で実施。
教育施策
推進担当
課長

幼
幼稚園会計年度職員
の増員

区立幼稚園

預かり保育指導員：各園1名
預かり保育補助員：各園2名
預かり保育補助員（長期休業等対応）：各園2
名×4時間×48日
特別支援指導員：各園1名
特別支援補助員：各園2名

教育施策
推進担当
課長

学
子どもスキップ運営課
題検討委員会

放課後対策課長・子どもス
キップ所長・児童支援グ
ループ係長

毎月1回実施（8月を除く）
放課後対
策課

学 地域子ども懇談会

小学校長及び副校長,小学
校PTA,町会長,青少年育成
委員会,主任児童委員及び
児童委員等、関係機関、団
体の代表等の委員

子どもスキップ全22か所で年1～2回実施
放課後対
策課

保
東京都福祉サービス第
三者評価の受審費助
成および受審

認可保育所・認証保育所
認可保育所　19施設(予定）
認証保育所　2施設(予定）

保育課

保 遊び場確保事業
認可保育所・地域型保育事
業・認証保育所・認可外保
育施設

校庭開放利用延100回、1,000名（予定）
令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影
響により、スキップ活用は中止。

保育課

保
保育の質ガイドライン関
係事業

新設保育園への「保育の質
ガイドライン」の配付

普及版の配布

「豊島区保育の質ガイドライン」を新設園3園に
45冊配付（常勤保育士相当分）
普及版の増刷　3,000冊

保育課

保 保育の質向上事業 区立保育園（公設公営）
レミダワークショップ　2園(予定)
CAPプログラム　2園(予定)

保育課

園庭の無い認可保育施設等に在園する園児の園外活動を
支援するため、教育委員会の協力のもと区立小学校の校庭
や子どもスキップ施設の活用など、園児の遊び場確保を図
る。

　
小学校区を基礎単位とし、地域、学校、家庭、行政が連携し
て、地域の子どもに関する健全育成活動や見守り活動の拠
点になるとともに、子どもに関する意見交換、情報交換の場
として地域の子育て力、教育力の向上を図ることを目的に
各子どもスキップにて懇談会を実施

子どもスキップ・学童クラブに関する運営課題について検討
し、事業全体の質の向上を図る

客観的に自分たちの保育を見直す機会を確保し、保育の質
の向上につながるよう民間の保育施設に対し第三者評価の
受審を推奨し、受審経費の一部を助成。区立保育園では、
評価機関へ委託し第三者評価を受審する。

「豊島区保育の質ガイドライン(平成31年3月作成)」の区内保
育施設の保育士への配付や、普及版(令和元年10月作成)
の窓口等での配布により、ガイドラインの普及・啓発を図ると
ともに、必要に応じた改定を行う。

企業廃材等を活用した創作活動のワークショップや、子ども
が様々な暴力から自分を守るための予防プログラムを区立
保育園において実施し、子どもの多様な体験機会の確保や
保育の質向上を図る。

学期中の預かり保育：平成23年度、南長崎幼稚園で実施。
平成24年度から全3園で実施。
長期休業中の預かり保育：平成30年度池袋幼稚園で実施。
令和2年度夏季休業から全園において実施。

特別支援及び預かり保育の実施状況に応じ、会計年度職員
の配置数（時間数）を段階的に増加。
（西巣鴨幼稚園と池袋幼稚園にのみ配置されていた特別支
援指導員を令和元年度から南長崎幼稚園にも配置。令和2
年度には、各園1名配置だった預かり保育補助員を2名に増
員。）

施
設
運
営
・
そ
の
他

※保：保育施設対象、　　幼：幼稚園、幼児教育対象、　　学：学童保育、放課後対策事業対象 3



｢としま子ども若者応援プロジェクト｣
実施状況

豊島区子ども家庭部子ども若者課

令和4年1月24日

第４回子ども・子育て会議
資料３



✿｢としま子ども若者応援プロジェクト｣の目指すべき姿✿

区民や企業等
子ども・若者
子育て家庭

困難を抱えた子ども・若者や子育て家庭

等「支援が必要な人」と「支援を行いた

い人」を結び付ける仕組みを構築します。

区内企業や大学等との連携により、

広く発信しながら子どもや家庭への支

援の輪を広げていきます。

SDGsの取組の推進!

１

としま子ども
若者応援

プロジェクト



✿｢としま子ども若者応援プロジェクト｣について✿

２



３

✿PRロゴについて✿

ロゴ名: わかばちゃん

豊島区の子どもや若者たちを若い芽で表現・イメージ。

その可能性に満ち溢れた「芽」をみんなの手で支えて

包み込み、育てながら「誰一人取り残さない」という想

いを込め作成しました。

【ロゴイメージ】

※ロゴの原作デザインは区職員が作成。



●寄附実績（ 令和４年１月5日現在）

寄附件数: ４６件

寄付総額: １９,７２７,９７８円

ひとり親等への食糧支援、児童相談所開設後の一

時保護所入所児童への支援等に活用等、NPO団

体や青少年の知見を有する方々 のご意見をいただ

きながら、具体的な支援事業を決定します。

子どもたちのための支援事
業を、子ども家庭部内PT
で検討

①支援事業の検討

副区⾧を委員⾧とし、地域の代
表者で構成された事業選定委
員会の意見を聞いた上で、支援
事業を決定

②支援事業の決定

事業実施担当課と調整し、
予算計上のうえ、事業実施

③支援事業の実施

●支援事業決定のプロセス

４

✿「としま子ども若者応援基金」について✿



✿寄附金を活用した支援事業について✿

●ライス! ナイス! プロジェクトの実施（ 寄附金で購入したお米をひとり親家庭へ配付）

新型コロナウイルス感染症の流行が⾧期化し、ひとり親家庭の経済的・精神的負担が大きくなっています。このようなひとり

親家庭の負担を軽減すべく、精米５㎏を配付する「ライス! ナイス! プロジェクト」を皆様からいただいた寄附金を活用し実

施しました。（ 区内の企業や団体からの寄附も活用。）

・1人しんどい時も1人じゃないって思えて頑張れます!

・息子と２人絶対に前向きに生きていきます。皆様に恩返しできるよう頑張ります。

・子どもの成⾧を一緒に見守っていただけているようで、とても心強いです。

・今月はお金に困っていて節約してました。そんな中とてもありがたく感動しました。

・片親だという世の中の目におびえて過ごす中で、人の温かさを感じ、幸せな気持ちです。

・子どもの嬉しそうな顔を見たとき、私はもっとこれから頑張っていこうと思いました!

・感謝してもしきれないくらいで、文章や言葉やどう伝えていいかわからないほど感謝の気

持ちでいっぱいです。本当に本当にありがとうございました。寄附金で購入したお米

【実施時期】

第１弾: 令和３年12月12日(日)・18日(土)・19日(日)

第２弾: 令和４年2月19日(土)・20日(日)・27日(日) ※予定

【支援を受けた方の声】

５



✿コト支援✿
●株式会社サンシャインシティ（ サステナブルツアーの実施）
株式会社サンシャインシティから、区内子ども食堂や学習支援教室また「としま子ども会議」に参加している子ども達を対象に、
サステナブルの視点から「廃棄物の循環」をテーマとしたサンシャインシティの取組や裏側を体験できる特別企画「サステナブルツ
アー」を実施いただきました。

・環境問題について、とても勉強になった。

・ツアーの中で廃棄物の循環に関するクイズもあって面白かった。

・SDGsのこともたくさん知ることができて、すごく楽しかった。

・今回のような企業の取組の裏側を見るのは良い機会で、すご

く楽しかったので、もっとたくさんの人が参加できると良いと思った。

【参加した子どもたちからの声】

【参加者した保護者からの声】

・教科書や映像ではない、実際の現場を見学することででき、子

どもも親も、とても勉強になった。

・今後の生活を考えるきっかけになり、参加して本当に良かった。

・子どもにリサイクルやゴミの分別大切さを身をもって体験できる

機会は本当に貴重だと思う。クイズもあり、とてもわかりやすく楽

しみながら学べた。

６



✿モノ支援①✿
●株式会社フォーシーズ（ 宅配ピザによる支援）

宅配ピザ事業「ピザーラ」を手掛ける、株式会社フォーシーズ様より区内の子ども食堂へ宅配ピザの支援をいただきました。

ピザを受け取った方からは「ピザはうちの子も大好きなの

で本当に嬉しいです。」とのお声をいただき、子ども食堂

の担当者からも「まさかピザの提供をいただけるとは思っ

てもみなかった。皆の喜ぶ顔を見ることができ本当に感

謝しています。」とのコメントをいただきました。

●株式会社べジリンク（ オーガニックベビーフードの支援）

株式会社べジリンク様より「コロナ禍でより大変な状況と

なっている小さなお子さんをお持ちのママの負担を少しでも

減らし、楽しく幸せに子育てをできるきっかけとして役立てて

いただきたい」との想いでご支援いただきました。

ひとり親家庭や養育に困難を抱える家庭等へ、オーガニックベビーフードの支援をいただきました

７



✿モノ支援②✿
●株式会社ロフト 池袋ロフト（ 生活雑貨等による支援）

池袋ロフトより、生活雑貨や文房具等1,174点の寄附をいただきました。いただいた生活雑貨等はひとり親家庭の生活支援に
役立ててもらえるよう、12月に実施した「ライス! ナイス! プロジェクト」を通じて配付しました。

池袋ロフトからの生活雑貨等を受け取った方からは「生

活が苦しいとき、支援してくださる人や企業さんたちがい

ると思うと嬉しいです。」や「生活に役立つものを支援いた

だき感謝しています。日常で消費する衛生用品、文具等

ありがたく日々 使用させていただきます。」といった感謝の

お声をいただきました。

●全国照明器具共同組合（ 光るボールペンの寄附）

光るボールペンを受け取った施設の担当者からは「子どもた

ちは本当に大喜びでした。組合の方々 本当にありがとうご

ざいました。」との感想いただきました。子どもたちもこのボー

ルペンを手に日々 の学習等に活用していきます!

全国照明器具共同組合より、「光るボールペン」の寄附をいただきました。いただいた光るボールペンは区内の子ども食堂や学習
支援施設にきている子どもたちに配付しました。
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●売り上げの一部を寄附（ 東京ガス株式会社×株式会社ネットプライス）

✿ご寄附等による連携✿

東京ガスとネットプライスが共同で運営する社会

貢献型ショッピングサイト「junijuni」での売り上

げの一部を「としま子ども若者応援基金」に寄附

指定できる取組をスタート。

●としま子ども若者応援プロジェクト募金箱の設置（ 株式会社サンシャインシティ）

【「絵本の森」WSでの、募金箱設置の様子】【募金箱イメージ】

サンシャインシティが実施する「絵本の森」で開催す

る子ども向けワークショップの際に「としま子ども若者

応援プロジェクト募金箱」を設置いただきました。

ワークショップやサンシャインシティにご来館の方々 い

ただいた方々 からご寄附をいただきました。

（ 令和4年1月、2月、3月にも実施予定。）
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✿広報協力（ 区内企業） ✿

FF企業をはじめ区内の企業等が施設内に有するポスターボードやサイネージ等に掲載いただくことで、広報活動へのご協力
をいただきました。

西武池袋本店 ルミネ池袋 サンシャインシティ イケバス

池袋ショッピングパーク 東武百貨店池袋本店
ファミリーマート

としまエコミューゼタウン店 東京第一友の会

１０



区内大学のキャンパス内に有するポスターボードやサイネージ等に掲載いただくことで、広報活動へのご協力をいただきました。

立教大学

帝京平成大学大正大学 川村学園女子大学

東京音楽大学学習院大学 女子栄養大学

１１

✿広報協力（ 区内７大学） ✿



  

（１）施設概要 

   ○児童相談所（一時保護所を併設）は、長崎健康相談所（母子保健施設）等との複合施設として整備 

   ○竣工時期は令和４年１０月末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）開設時期 

    令和５年２月１日（水） 

 

 （１）組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）開設時の職員体制【総数１０２名】 

 

豊島区児童相談所開設に向けた検討状況について 

（１）子ども家庭支援センターとの連携 

児童相談所設置後も児童相談所と子ども家庭支援センターを

児童相談行政の両輪とし、虐待の早期発見と適切な在宅支援によ

る予防に努めます。 

虐待通告・相談窓口は、児童相談所と東部子ども家庭支援セン

ター（子どもの権利担当）の双方が担い、受付機関での初期調査

を基に、共通アセスメントツールを用いた緊急受理会議を通し

て、適する機関に振り分けます。 

   また、原則月１回実施する進行管理を利用し、情報共有・連携

しながら切れ目のない相談援助活動を実施します。 

（１）定員：１２名 
（内訳）幼  児 ４名 

学齢男児 ４名  個室 ４室（一部、相部屋に変更可能） 
学齢女児 ４名  個室 ４室（一部、相部屋に変更可能） 

（２）各ユニットの職員体制 

 

◆東京都との確認協議【済】 

 第１回：５月２８日、第２回：８月２５日、第３回：１１月２９日 

◆政令指定要請 

・東京都への副申依頼：１２月２７日【済】 

・厚生労働省への政令指定要請：令和４年１月下旬～２月上旬 

◆東京都への引継ぎ派遣 

・令和４年２月１日より、３名（児童福祉司２名、児童心理司１名）を先行派遣 

・令和４年４月１日以降、順次派遣開始（１５名程度） 

１．施設概要及び開設時期 

所在地 豊島区長崎三丁目６番２４号（旧長崎健康相談所跡地） 

建物用途 

児童相談所 
児童福祉施設等（児童相談所） 

一時保護所（併設） 

長崎健康相談所 保健所等その他これらに類するもの 

消防団施設 消防団車庫 

敷地面積 １,５００．７９㎡ 

建築面積 ８９８．７１㎡ 

延床面積 ３,１９８．２２㎡ 

構造・階数 鉄筋コンクリート造／地下１階、地上３階 

フロア 用途 延床面積 

最上階 屋上緑化、塔屋 等 １２．０５㎡ 

３階 児童相談所 ６８５．２０㎡ 

２階 一時保護所 ８４５．４９㎡ 

１階 長崎健康相談所、消防団施設、共用スペース 等 ８６４．９２㎡ 

地下１階 長崎健康相談所、倉庫、共用スペース 等 ７９０．５６㎡ 

２．組織体制及び職員体制 

 

庶務担当 庶務事務、施設維持管理、児童相談所の運営管理　等

措置費担当 措置費、一時保護委託費、費用徴収、負担金・補助金　等

調整担当 相談・調整Ｇと児童福祉Ｇの全体統括及び調整　等

虐待対応担当 相談・通告の受付、初動対応、ケース振り分け　等

地域担当 ケースワーク

家庭養護担当 里親制度の普及啓発、フォスタリング機関との協働　等

所長（部長級）

副所長（課長級）

心理診断、判定（愛の手帳・特別児童扶養手当）　等

保護児童の生活指導・健康管理、一時保護所の運営　等

心理支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ

一時保護ｸﾞﾙｰﾌﾟ

管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ

児童福祉ｸﾞﾙｰﾌﾟ

相談・調整ｸﾞﾙｰﾌﾟ

①組織別 

組織名称 常勤 非常勤 

所長 １ － 

副所長 １ － 

管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ ８ ２ 

相談・調整ｸﾞﾙｰﾌﾟ ６ １０ 

児童福祉ｸﾞﾙｰﾌﾟ １１ ４ 

心理支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ ８ － 

一時保護ｸﾞﾙｰﾌﾟ ２１ ３０ 

合計 ５６ ４６ 

②主な職の職員数 

職名 職員数 備考 

児童福祉司 １６ うち SV が３名 

児童心理司 ９ うち SV が１名 

児童指導員・保育士 １８  

事務 ８  

【補足】 

所長、児童心理司 SV、一時保護所係長（総括担当）は、

一般任期付職員（各１名） 

５．スケジュール 

４．一時保護所の概要 

３．開設後の児童相談体制 

 常勤 非常勤 

総括 係長１ － 

幼児 係長１、保育士４ ３ 

学齢男児 係長１、児童指導員５ － 

学齢女児 児童指導員６ ２ 

計 １８ ５ 

※左記の他、以下の職員を配置予定 

常 勤：看護師、栄養士、心理療法担当 

非常勤：看護師、事務補助、学習指導員 

    心理療法担当、用務員、夜間支援員 

※記載内容はいずれも資料作成時点での予定 

 

（２）夜間休日体制 

閉庁時の児相直通ダイヤル、虐待対応ダイヤル（189）への虐待通告等の対応 

  平日は午後５時から翌日午前９時まで、休日は２４時間委託業者が受付け 

虐待通告に係る４８時間以内の安全確認 

   毎週日曜日、大型連休、年末年始については、１日おきに職員２名が日勤時間帯に出勤 

児童の身柄付き通告 

   専用回線（携帯電話）を用意して緊急時の連絡先を区内警察署と共有 

  当番係長が受電・受付を行い、児童相談所長の判断に基づき一時保護 

令和4年1月24日

第４回子ども・子育て会議
資料４



 

利用者支援事業 実施状況について 

１．利用者支援事業概要 

利用者支援事業は、子育て家庭や妊産婦が、教育・保育施設や地域の子ども・子育て支援事業

等を円滑に利用できるように、身近な場所で情報提供及び相談・助言等を行うとともに、関係機

関との連絡調整等を行うことを目的としている。 

 

（１）基本型 

子ども及びその保護者等が、教育・保育施設や地域の子育て支援事業等を円滑に利用できる

よう、身近な場所において、当事者目線の寄り添い型の支援を実施する。 

 

（２）特定型 

  主として市区町村の窓口で、子育て家庭等から保育サービスに関する相談に応じ、地域にお

ける保育所や各種の保育サービスに関する情報提供や利用に向けての支援などを行う。 

 

（３）母子保健型 

妊娠期から子育て期にわたるまでの母子保健や育児に関する様々な悩み等に円滑に対応する

ため、保健師等が専門的な見地から相談支援等を実施し、妊娠期から子育て期にわたるまでの

切れ目ない支援体制を構築する。 

 

２．令和２年度利用実績 

（１）基本型（子育て支援課・子育てインフォメーション） 

  本庁舎４階子育てインフォメーションにて、子育てナビゲーターが案内等支援を実施。 

利用者数 5,212 

  
来所件数 4,943 

電話件数 269 

 

（２）特定型（保育課・保育コンシェルジュ） 

  本庁舎４階保育課にて、入園の相談や各種情報提供等を実施。 

利用者数 約 16,800 

  
来所件数 約 8,000 

電話件数 約 8,800 

来所件数：令和 2 年度来庁者数 10,376 人の内、約 8 割を保育コンシェルジュが対応と想定。 

電話件数：2018 年の着信件数 11,587 件を参照。同水準での推移を見込み、約 8割を保育コ 

ンシェルジュが対応と想定。 

参考：在籍保育コンシェルジュ 8人、保育課入園グループ正規職員 12 人 

 

（３）母子保健型（池袋保健所／長崎健康相談所） 

保健所において実施している母子保健事業の全般が子育て世代包括支援センターの利用者支

援事業に該当する。保健師の活動状況については、別紙参照。 

参考資料：資料 5 別紙「豊島区の保健衛生（事業概要）令和３年版 21.保健師活動」 

令和4年1月24日

第４回子ども・子育て会議
資料５

（単位：人） 

（単位：人） 
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２１． 保 健 師 活 動

保健師は、 個人、 家庭、集団及び一定の地域を対象として、 対象者のライフステージに応じた疾病の

予防、早期発見、健康の保持増進、社会復帰への支援など地域住民が健康で安心した生活が維持できる

よう生活全般に渡り支援を行なっている。（ 「 地域における保健師の保健活動に関する指針」 平成25年

4月19日 厚労省通知）

また、保健師の活動拠点としては、池袋保健所（ 健康推進課、長崎健康相談所、地域保健課公害保健

グループ・ 保健事業グループ） の他、高齢者福祉課（ 基幹型センターグループ、地域ケアグループ、介

護予防・ 認知症対策グループ） 、 障害福祉課（ 精神障害者福祉グループ、 心身障害者福祉センター） 、

子育て支援課（ 子どもの権利グループ） 、 人事課（ 職員健康グループ） がある。所属する組織において

主体的に自己啓発に努め、最新の保健・ 医療・ 福祉・ 介護等に関する知識及び技術を習得して、 保健師

活動を適切に行なえる人材を育成するため、 平成22年度からは「 豊島区保健師新任／現任マニュアル」

を作成し活用している。

[1] 保健師業務の内容

□保健師業務総単位数（ 保健指導グループ、 感染症グループ、 精神保健グループ）

区分

年度

地 区 管 理 保健福祉事業
コ ー デ ィ

ネ ー ト

教育・ 研修・

事 務 等
合計（ 単位）

28 628. 5 6, 411. 5 1, 499. 5 1, 356. 5 9, 896. 0

29 796. 0 6, 329. 5 1, 864. 0 1, 557. 0 10, 546. 5

30 849. 0 6, 354. 0 2, 209. 5 1, 474. 0 10, 886. 5

元 780. 0 6, 176. 5 1, 988. 0 1, 782. 0 10, 726. 5

2 757. 5 6, 980. 5 2, 818. 0 1, 330. 5 11, 886. 5

池袋 586. 0 4, 579. 0 2, 429. 0 946. 0 8, 540. 0

長崎 171. 5 2, 401. 5 389. 0 384. 5 3, 346. 5

（ 注） 保健師活動は、 1日2単位として換算している。 （ 1単位＝4時間）

総単位のうち、 58. 7%が保健福祉事業となっている。

(1)  地区管理

保健師は地区担当制（ 受け持ち地区） で活動し、 地区の特性を踏まえた健康課題の解決に向けて

情報収集・ 分析・ 対応・ 行政施策への反映等の役割を担っている。

＊個人の健康課題に応じて

＊家族問題として

対象者（ 個人）

対象者（ 家族） 対象者（ 地域）

行
政
施
策
へ

＊個人の課題を地域課題と捉えて
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(2) 保健福祉事業： 対象者や課題に応じた解決手法にて対応している。

（ 内訳については別表1、 主な事業一覧については別表2を参照。 ）

① 家庭訪問

保健師活動のうち、最も重要な役割として位置づけられる。地区担当保健師として区民の健康に

関するさまざまな相談を受け、 保健指導を行なっている（ 内訳については、 別表3を参照） 。

また、訪問にあたっては、主治医をはじめ関係機関と必要な連絡をとりながら訪問業務に万全を

期している。

② 保健指導（ 随時及び予約による相談）

面接相談、 電話相談、 文書等による個別相談に応じている。

③ 健康相談

乳幼児健康相談、精神保健福祉相談、生活習慣病予防相談等、相談日を設けて相談及び保健指導

を実施している。

④ グループワーク

精神保健や育児、運動等、健康課題を共有したり個人の問題解決にむけてグループ活動をとおし

て支援している。

⑤ 健康診査

乳幼児健康診査、生活習慣病予防健診、結核健康診断等、個人及び集団を対象とする健康診断に

かかわる保健指導を実施している。

⑥ 健康教育

母親学級、子育て講演会、精神保健福祉講演会、出前講座等、健康知識の普及・ 意識の啓発を実

施している。

⑦ 地区組織活動

民生委員、 家族会、 患者会、 ボランティ ア活動関係者の育成、 NPO等自主グループの支援を実施

している。

⑧ その他

上記分類に該当しない活動が様々 にある。

(3) コーディ ネート

① 個別会議

支援に関する保健・ 医療・ 福祉等の関係機関との連絡調整のための会議： 個別事例検討会、サー

ビス調整会議。

② 個別会議以外

個別の支援に関する保健・ 医療・ 福祉等の関係機関との連絡・ 調整。

③ 地域会議

地域ケア体制構築・ 維持のためのコーディ ネート 等個人のレベルを越えた連絡調整会議。

④ 地域会議以外

(4) 教育・ 研修

① 研修企画

関係職員、 看護学生等の講義等に関する資料作成等。

② 実習生指導

保健師等の学生に対する保健所実習の教育指導。

(5) 業務管理

保健活動の円滑な推進のために行なう業務。

(6) 連絡事務

業務に関係する連絡や事務。

(7) 研修参加

業務遂行に必要な技能・ 知識を得るための研修参加。
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□別表1 保健福祉事業（ 内訳） （ 単位： 4時間を1単位とする。 ）

区分

年度

家

庭

訪

問

保

健

指

導

健

康

相

談

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

健

康

診

査

健

康

教

育

地
区
組
織
活
動

そ

の

他

合
計(

単
位)

28 960. 0 2, 532. 5 629. 5 161. 0 1, 489. 0 482. 0 134. 0 23. 5 6, 411. 5

29 995. 5 2, 799. 5 634. 0 92. 5 1, 174. 0 462. 5 129. 0 42. 5 6, 329. 5

30 1, 051. 5 2, 709. 0 483. 5 114. 5 1, 345. 5 432. 0 151. 5 66. 5 6, 354. 0

元 1, 001. 5 2, 769. 5 465. 0 172. 0 1, 320. 0 317. 0 110. 0 21. 5 6, 176. 5

2 719. 0 3, 137. 5 553. 0 107. 0 1, 481. 0 219. 5 47. 0 716. 5 6, 980. 5

池袋 524. 0 2, 136. 0 301. 0 59. 5 886. 0 120. 0 5. 0 547. 5 4, 579. 0

長崎 195. 0 1, 001. 5 252. 0 47. 5 595. 0 99. 5 42. 0 169. 0 2, 401. 5

（ 注） 令和2年度は新型コロナウイルス感染症疫学調査や健康観察のため「 その他」 が10. 2％となっている。

□別表2 主な保健福祉事業一覧

健康診査・

健康相談

健康教室・

グループワーク

地区活動

（ 家庭訪問・ 面接・ 電話）

地区組織活動・

関係機関連携会議

母

子

保

健

♢ 乳児健診

♢ 1歳6か月児健診

♢ 3歳児健診

♢ 乳幼児経過観察

♢ 心理経過観察相談

♢ 乳幼児健康相談

♢ 母親学級

♢ パパママ準備教室

♢ ゆりかご・ ふらっと

♢ 母乳・ 卒乳教室

♢ おかあさんのお休み

時間

♢ 新米ママのひろば

♢ 親子遊び教室（ 心理集

団活動）

♢ 家庭の事故予防教育

♢ ゆりかご・ としま事業

（ 妊娠届出時全数面接）

♢ 妊産婦訪問

♢ こんにちは赤ちゃん訪

問（ 新生児訪問・ 乳児全

戸訪問）

♢ 未熟児訪問

♢ 産後ケア事業

♢ 乳幼児健診未来所者訪

問

♢ 心身障害児・ 長期療養児

訪問

♢ こんにちは赤ちゃん対

応会議

♢ 子育てサロン講話

♢ 子育てネット ワーク会

議

♢ 新生児訪問指導員研修

会

♢ ツインスマイル

♢ 産科病棟連絡会

♢ 要保護児童等対策地域

協議会

成

人

保

健

♦生活習慣病予防健

診（ 男性）

♦女性の骨太健診

♦健康相談

♦女性のための専門

相談

♦健診時集団教育

♦エイズ予防教育

♦乳がん予防教育

♦出前講座

♦啓発セミ ナー・ 講座

♦尿もれ予防教室

♦訪問指導事業

♦在宅難病患者訪問診療事

業

♦難病患者等療養支援

♦肝炎陽性者受診勧奨

♦神経難病医療ネット ワー

ク連絡会

♦都エイズ啓発拠点事業

♦区内養護部会連絡会

♦区内大学保健センター連

絡会

精

神

保

健

♢ 精神科医専門相談

♢ 家族問題相談

♢ 精神保健福祉講演会

♢ ゲート キーパー養成

講座

♢ 家庭訪問指導

♢ 未治療/医療中断者支援

♢ 精神保健アウト リーチ

支援事業

♢ こころまつり

♢ 自主グループ支援

♢ 家族会支援

♢ ボランティ ア講座

♢ 自殺・ うつ病の予防

対策委員会

♢ 心神喪失者等医療観察

法ケア会議

結

核

・

感

染

症

♦結核管理健診

♦結核接触者健診

♦QFT検査

♦日本語学校健診

♦HI V（ エイズ） ・ 性

感染症検査/相談

♦肝炎検査/相談

♦集団発生時健康教育

♦感染症予防普及啓発

♦感染症発生動向調査

♦結核患者療養指導

♦ＤＯＴ Ｓ（ 服薬支援）

♦結核医療機関連携会議
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□別表3 家庭訪問（ 内訳） （ 単位： 件）

区 分

年 度

訪

問

世

帯

数

計

感

染

症

結

核

精

神

障

害

心

身

障

害

成 人

生
活
習
慣
病

難

病

そ

の

他

28
実数 974 1, 049 15 122 120 19 3 5 11

延数 1, 647 1, 974 15 252 328 40 3 16 23

29
実数 1, 036 1, 044 20 84 155 8 1 7 0

延数 1, 542 1, 901 20 137 382 25 5 20 0

30
実数 927 1, 017 32 91 145 13 2 11 3

延数 1, 445 1, 870 32 146 378 23 2 35 3

元
実数 948 1, 021 0 98 137 14 1 6 7

延数 1, 494 1, 759 0 201 317 20 1 15 7

2
実数 782 850 31 1 77 8 0 3 1

延数 1, 040 1, 248 31 23 175 16 0 5 1

池袋
実数 542 625 31 1 46 8 0 3 0

延数 704 865 31 23 89 16 0 5 0

長崎
実数 240 225 0 0 31 0 0 0 1

延数 336 383 0 0 86 0 0 0 1

（ 単位： 人） （ 単位： 人）

区 分

年 度

面

接

相

談

電

話

･

文

書

関
係
機
関
連
絡

妊

産

婦

乳 児
幼

児

そ

の

他

未

熟

児

新

生

児

一

般

乳

児

28
実数 287 43 141 174 104 5

延数 343 54 154 598 143 5 2, 285 10, 403 6, 788

29
実数 287 58 161 142 109 12

延数 328 81 172 585 125 21 2, 228 11, 437 6, 865

30
実数 281 37 152 147 90 13

延数 321 39 156 616 106 13 2, 452 12, 898 7, 237

元
実数 299 47 180 157 63 12

延数 342 52 192 525 75 12 2, 081 14, 460 5, 634

2
実数 287 28 178 142 82 12

延数 316 40 181 354 92 14 1, 558 36, 795 16, 660

池袋
実数 220 22 148 93 45 8

延数 244 25 150 219 53 10 1, 032 32, 350 15, 028

長崎
実数 67 6 30 49 37 4

延数 72 15 31 135 39 4 526 4, 445 1, 632
（ 注） 家庭訪問（ 内訳） のうち、 乳児55. 3％、 妊産婦が 36. 3％、 精神障害が 16. 8％となっている。

下
表
に
続
く↘


